
第６回海洋安全保障シンポジウム

「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」
の変遷と展開

笹川平和財団海洋政策研究所
特任研究員 相澤輝昭（元一等海佐）

２０１９．７．２３

１



次 第

〇ＦＯＩＰとは何か？

〇ＦＯＩＰに係る政府説明の変遷

〇国内専門家の見解概観

〇海外論調概観

〇ＦＯＩＰの今後の展開
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開発協力と多国間の安全保障協力をリンクさせた外交戦略

「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」の理解

※安倍政権の一連の外交戦略の端的なイメージを示す便宜的な用語
2018年4月、相澤輝昭 「海洋安全保障情報特報」

「外務省HPから読み解く『自由で開かれたインド太平洋戦略（FOIP）』
の理念と実践」

２０１８年１１月、FOIPの呼称が「戦略（Strategy）」から
「構想（Vision）」に変更されたほか、「三本柱」の内容が
整理統合、「防衛計画の大綱」への記載などの変遷あり。

※2019年6月、相澤輝昭 「海洋安全保障情報特報」
「その後の『自由で開かれたインド太平洋（FOIP）』の変遷と展開」
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2016年8月にケニアで開いたアフリカ開発会議（TICAD）で

安倍晋三首相が打ち出した外交戦略。成長著しいアジアと潜

在力の高いアフリカを重要地域と位置づけ、２つをインド洋

と太平洋でつないだ地域全体の経済成長をめざす。自由貿易

やインフラ投資を推進し、経済圏の拡大を進める。安全保障

面での協力も狙いの一つ。法の支配に基づく海洋の自由を訴

え､南シナ海で軍事拠点化を進める中国をけん制する。

自由で開かれたインド太平洋戦略（一般的な理解の一例）

※日本経済新聞 平成２９年１０月２６日付 解説記事

４



（自由で開かれたインド太平洋戦略：外交青書２０１７特集記事）

５（外務省ＷＥＢサイトより）



（自由で開かれたインド太平洋戦略：外交青書２０１７特集記事）

６（外務省ＷＥＢサイトより）



（第１次安倍政権以来の外交戦略の流れ：鈴木美勝「日本の戦略外交」（ちくま新書、２０１７年）から）

２００７年、価値観外交（自由と繁栄の孤）

２００７年８月、「二つの海の交わり」
（インド議会における安倍首相演説）

２０１２年１２月、 “Asia’s Democratic Security Diamond”
（Project Syndicateへの安倍晋三寄稿）

２０１３年１月、「開かれた海の恵み－日本外交の新たな
五原則」
（ジャカルタで予定されていた演説）

７



（「価値観外交」と「自由と繁栄の孤」：外交青書２００７特集記事）

８（外務省ＷＥＢサイトより）



（「自由で開かれたインド太平洋戦略」の三本柱：日米首脳会談（２０１７年１１月６日））

・法の支配、航行の自由等の基本的価値の普及・定着
・連結性の向上等による経済的繁栄の追求
・海上法執行能力構築支援等の平和と安定のための取組
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（外務省ＷＥＢサイトより）



「法の支配」の趣旨

①国家は国際法に基づいて主張をなすべき、
②主張を通すために､力や威圧を用いない、
③紛争解決には平和的収拾を徹底すべき、 １０

（外務省ＷＥＢサイトより）



インド太平洋地域の海洋秩序は、海賊、テロ、大量破壊兵器の拡散、自
然災害、違法操業などの様々な脅威に晒されています。こうした脅威を取
り除くとともに、国際スタンダードにのっとった「質の高いインフラ」整
備等により、この地域をいずれの国にも分け隔てなく安定と繁栄をもたら
す「国際公共財」とすべく、日本は「自由で開かれたインド太平洋戦略」
を推進しています。

具体的には、①航行の自由、法の支配・自由貿易等の普及・定着、②国
際スタンダードにのっとった「質の高いインフラ」整備等を通じた連結性
の強化などによる経済的繁栄の追求、③海上法執行能力の向上支援、海賊
対策、防災、不拡散などを含む平和と安定のための取組を進めていきます。
こうした考え方に賛同してもらえるのであれば、日本は、いずれの国とも
自由で開かれたインド太平洋の実現に向けて協力していけるものと考えて
います。

「平成３０年度版外交青書」の記述
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最新のFOIP説明資料→「三本柱」が修正

１２（外務省ＷＥＢサイトより）



「令和元年度版外交青書」の記述
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「策定の趣旨」及び第3項「安全保障協力の強化」
自由で開かれたインド太平洋というビジョンを踏まえ、地域の
特性や相手国の実情を考慮しつつ、多角的・多層的な安全保障
協力を戦略的に推進する。

「防衛計画の大綱」（30大綱）へのFOIPの記述

関連の各種活動における政府方針に基づく明確な根拠
・FOIPの実践における戦略的寄港やインド太平洋における合同
海上演習などの活動を更に積極的に実施

・「戦略的コミュニケーション」という観点からの情報発信を
より効果的に実施
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「航行の自由等の基本的価値の普及・定着」の従来の説明

「法の支配に基づく自由で開かれた海洋秩序を維持・発展させること
は不可欠」
・米国による「航行の自由作戦」への強い支持
・戦略的寄港
・インド太平洋における合同海上演習の継続
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（外務省ＷＥＢサイトより）



・2018年2月、田中明彦「『自由で開かれたインド太平洋戦略』の射程」
『外交』、Vol.47 Jan./Feb. 2018

・2018年12月、神保謙「『インド太平洋』構想の射程と課題」
「インド太平洋時代の外交・安全保障政策」、『国際安全保障』第46巻第3号

・ 2018年12月、大庭三枝の「日本の『インド太平洋』構想」
「インド太平洋時代の外交・安全保障政策」、『国際安全保障』第46巻第3号

・ 2018年12月17日、北岡伸一「インド太平洋構想自由と法の支配が本質」
読売新聞コラム、「地球を読む」

・2019年2月、神谷万丈、「競争戦略」のための「協力戦略」－日本の「自由で
開かれたインド太平洋戦略（構想）の複合的構造」
SSDP安全保障・外交政策研究会

国内専門家の見解概観（主要参考文献）
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・FOIPは「『自由主義的な世界秩序』の維持を見据えたもの」（田中）

・いずれもFOIPは中国の「一帯一路」に対抗するものではないと指摘

・一方、いずれも中国との関係はFOIPの中心的な関心事項とも指摘

→言わばFOIPは中国との関係において本来的な二面性を内包
したがって、特に中国との関係など「FOIPの判りにくさ」は専門家

の論考をもってしても、一言で判り易く説明するのは困難

・そのような中でも北岡論文は一般的な説明上、もっとも判り易い。
「この提案は、中国の一帯一路をいわば無害化するもの」
「部分的協力の芽は残し、中国外交を無害化しつつ、中国の変化を待つ
ことが肝要」

国内専門家の見解概観
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FOIPが国内外で注目を集め始めた当初の傾向
→「Quad（日米豪印４カ国枠組み）と中国」といった関係性の
構図が前提？

FOIPを巡る関係各国の最近の動きと海外の主要論点

Quadを中核枠組みとして想定したものから、より幅広い多国間
協調を念頭に置いたものにシフト？

※「海洋安全保障情報」で収集した海外論調から読み取れる一般的傾向

（参考）「平成29年度外交青書」特集記事（FOIPという用語の初出）の記述
この戦略を具体化していくため、東アフリカと歴史的に結び付きの強いインド、同盟
国である米国、オーストラリア等との戦略的連携を一層強化

・インドなどQuad各国内の温度差
・ASEAN諸国、太平洋島嶼国、域外国である英仏などのコミットメントの増大
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・「国際秩序形成を主導する理念」として、中国を「自由主義
的な世界秩序」の維持に帰依させる理念

・FOIPが海洋を舞台にした理念であるということが極めて重要
「海洋の自由」という普遍的なオーシャン・ガバナンスが英仏
をはじめとする域外国の同地域へのコミットメントにおける
大きなインセンティブ

FOIPの今後の展開

「自由で開かれたインド太平洋（Free and Open Indo-Oacific:
FOIP）」から、「自由で開かれた世界の海（Free and Open 
Global Ocean:FOGO）へ！
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「海を守る新たな国際構造の創出に係る研究」
ブルー・インフィニティー・ループ（ＢＩＬ）

シーレーン＋シーレーン＝シームレスなシーサークル

ユーラシア・ブルー・ベルト（ＥＢＢ） ∞ リム・アメリカパシフィック・ブルーベルト

2014～17年度に実施した「ＥＢＢの安全保障」に係る研究成果
を踏まえつつ、新たにＢＩＬに係る研究プロジェクトを展開中
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インド太平洋地域は新たな地政学上の焦点

※ＦＯＩＰはＢＩＬにおける新たな理念形成の為の試金石？
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